
















































●第１回 履修指導 ① (大教室) コース制・
ガイドブックの説明 ② (小教室) 各指導主任







The Report on“Academic Literacy”
中村学園大学 流通科学部
福 沢 健・音 成 陽 子・木 下 和 也・明 神 実 枝
野 中 昭 彦・徐 涛・前 田 卓 雄・中 村 芳 生
収●第２回 (小教室) プレイスメントテストの
実施
●第３回 図書館ツアー (担当：図書館) ８
回に分けて行うため､ 実施時期はクラスにより
異なる｡
●第４回～第回 (小教室) テーマ授業 (１)
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１) 脈拍数 (自分､ 友達)
２) 脈拍からわかる健康状態
(１) 脈拍のはかり方
(２) 不整脈 (期外収縮) とは
・頻脈､ 徐脈､ その他の症状






















































































































































































































































に拡充｡ 他方､ 運輸､ 通信の技術革新に伴い､
インターネット､ メール､ ＬＣＣの出現など
で経済活動の舞台が地球規模に拡大｡
②日本社会は少子高齢化が急速に進展
年､ 歳以上の人口は３千万人突破､ 人
口比で％という新聞記事､ 年代以降､ 
年毎の人口ピラミッドの変化を見せながら日本
社会の人口構成の変化を説明｡ 新入生 (歳)
が歳になる年の人口予想図には皆､ 驚い
た様子｡
派生する問題として､ 社会保障があり､ 国内市
場の縮小は必然的に日本企業を海外志向に向か
わせることを説明｡
③アジアの時代… ｢アジアは世界の成長センター｣
年に２兆億ドルだったアジアの名目ＧＤ
Ｐが､ 年に兆ドル､ 年には.兆ドルに
福 沢 健・他
――
拡大､ この時点でＮＡＦＴＡ､ ＥＵを超える見
通しにある｡ 年にアジアの中間層は億人に､
富裕層も年のわずか万人が､ 年には
日本の倍の規模にまで拡大する見通し｡ アジア
は人口も多くかつその若さも魅力である｡
日本企業にとって従来生産拠点だったアジア
が､ 消費市場としても急速に成長している｡ ア
ジアを熱く見るのは欧米企業も同じで､ 今や世
界企業は最適地生産､ 最適地販売の体制をとり
｢大競争時代｣ に突入している｡
３. 考察
今年度のアカデミックリテラシーは､ 各指導
主任によるテーマ授業を行う点に特色があった｡
テーマ授業の趣旨は､ 高等学校と大学との接続､
特に学ぶための姿勢の違いについて､ 学生自身
にかんがえてもらおうというものであった｡ 学
生には､ さまざまな授業を通して､ 大学生活に
おいて必要なアカデミックリテラシーとは何か
を考えていってもらいたいというのが､ 我々ア
カデミックリテラシー担当の教員の願いである｡
ただし､ アカデミックリテラシーの授業を実
際に行ってみると､ いくつか改善すべき課題も
そんざいすることが分かった｡ 以下､ その問題
点について述べる｡
①テーマ授業を先に行ったため､ 指導主任と
学生とのつながりがやや希薄であったように思
われる｡ 学生は､ 担当する教員が次々に変わっ
ていくので､ 指導主任との関係を深めることが
できなかった｡ 来年度は､ グループ学習を前に
持って来ることによって､ この問題を解決する
ことを考えている｡
②効果測定を行っていなかったので､ アカデ
ミックリテラシーという授業を通して､ 学生に
どのような意識の変化があったか､ またはなかっ
たかをきちんと検証できていない｡ 効果測定の
システムを､ 特に社会人基礎力との関係から､
かんがえていかなければならないと思う｡
③学生の基礎学力の格差が､ こちらの想像以
上に大きかったということ｡ プレイスメントテ
ストの導入によって､ 学生の基礎学力がどの程
度かは明らかになった｡ その結果､ プレイスメ
ントテストの点数と､ 学生の理解力・学習態度・
意欲・成績との間には､ ある程度の相関がある
ことが分かった｡ ただし､ プレイスメントテス
トの点数が低かった学生は､ 単に基礎学力が不
足している場合もあるが､ 学生相談室のカウン
セリングの必要なケースも存在した｡ 基礎教育
センター・学生相談室との連携をさらに深めて
いく必要があるだろう｡
以上､ 年度のアカデミックリテラシーの
概要とその問題点である｡ 報告として記録に残
すことによって､ 次年度以降に役立てていきた
い｡
アカデミックリテラシー授業報告
―	―
